
生化学若い研究者の会 近畿支部・キュベット委員会共催 

冬のセミナー 

平成23年 12月4日(日) 13：00～ 
大阪大学 吹田キャンパス 工学研究科 講義棟 C1-111 

会場へのアクセス 

①阪急北千里駅 徒歩20分 

②大阪モノレール阪大病院前駅 徒歩15分 

③阪急バス阪大本部前 徒歩5分 

【プログラム】 
 

13:00 - 14:10 
 

  塩坂貞夫 先生 （奈良先端科学技術大学院大学） 
 

 「シナプスに記憶をマークするのは何か？」 
 

14:10 - 14:20  休憩 
 

14:20 - 15:30 
 

    中山潤一 先生 (理化学研究所発生・再生科学総合研究センター) 
 

   「高次クロマチン構造の形成と維持の分子機構」 
 

15:30 - 15:40  休憩 
 

15:40 - 16:50 
               

     加納圭 先生 (京都大学物質－細胞統合システム拠点（iCeMS） 
                                                                    科学コミュニケーショングループ) 
 

「きく力＋伝える力＋分かち合う力→対話力」 

18時から懇親会を開催予定です。 
懇親会への参加を希望者される方は 

下記アドレスまでご連絡下さい。  

masatakesugita@gmail.com 

近畿支部長 杉田 昌岳（立命館大学）  

C1-111 
（C棟1F） 

生化学若い研究者の会は、日本生化学会後援のもと、生命科学分野の若手研究者(大学院生)が中心となって運営する組織です。 
全国各地でシンポジウムやセミナーなどを開催し、若手研究者のネットワーク作りを進めています。 


